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最終回

1枚から作れる
オリジナルテレホンカード

株式会社NTTテレカ

いつも何気なくインターネットを使っているけれど、ホームページの制作

現場やインフラ関係の工事など、その舞台裏は意外と知られていないも

の。このコーナーではあまり見る機会のない現場の様子を紹介します。
インターネットマガジン編集部
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画像を送るだけでテレカができる
携帯電話が普及しているこのご時世でも、

なにかと重宝しているテレホンカード。市販

されているデザインのほかに、結婚式やお店

の開店の記念品など、オリジナルデザインの

テレカも当たり前になりつつある。そのオリジ

ナルテレカをインターネットで1枚から作れる

のが今年9月10日にスタートした「NTTテレ

カ」の「フレームカード」だ。

従来のオリジナルテレカだとある程度まとま

った数でしか注文できなかったが、このテレカ

はインターネットで送られた画像を専用のカ

ードプリンターで印刷するため、1枚からでも

制作できるのだという。これならいちいち写真

を持ってショップに行かなくても、簡単にテ

レカを作ることができる。

しかし、いかに簡単だとは言っても、テレ

カ用に画像を加工したり、カードに印刷した

りするには手作業が必要だ。そのあたりの様

子を探るべく、NTTテレカにおじゃまするこ

とにした。

必要なのはパソコンとプリンターだけ
今回はあらかじめ本誌編集スタッフの写真

をメールに添付して送っておき、それを加工
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受付の前に立つ川崎さん。手前にはさまざまな種類のテレカが。
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相手の顔が見えないインターネットだからこそ、お
客とのやり取りに気を遣うスタッフの姿が印象的で
した。

するところから印刷してテレカにするまでを取

材しながら見せてもらうことにした。

東京西新宿のNTTテレカ本店のあるビルに

入っていくと、担当の川崎一友さんがにこや

かに迎えてくれた。

通常のテレカ申し込み受け付け窓口の脇に

ちょこんと置かれたパソコンとプリンター各1

台。フレームカードを作るのに必要な機材は

これだけだという。これでほんとにできるのだ

ろうかと不安に思っていると、川崎さんがひ

ととおりのシステムを説明してくれた。

フォトショップで画像を加工
まず、送られてきた画像は画像加工ソフト

「フォトショップ」で加工される。ぼやけた画

像をシャープにしたり、暗い画像を明るくし

たりと、ある程度の加工をしてくれるそうだ。

今回は編集部員3人の写真をそれぞれプリ

クラ風のフレームで囲ってもらうことにした。

デザインはNTTテレカのホームページにあるさ

まざまなサンプルの中から気に入ったものを選

んでもいいし、自分で作ってもOKだ。注文

してくる人の半数は全体のデザインやフレー

ムを自作してくるという。

こうして作られた画像をメールで注文主に

送り、確認を取ったのち、テレカと同じ材質

（PET樹脂を使用）の試し刷り用カードに印

刷する。この際使用するプリンターはテレカ

マルチカードプリンターといって、テレカや

PVC（塩ビ）カードに印刷ができる昇華型熱

転写方式のものだ。

プリントを実行してから待つこと約3分。印

受注書を見ながらフォトショップで画像を加工。画像の大きさを調節するほか、
明るさや色味を加減することも。

今回メールに添付して送った画像（GIFか
JPEG形式）。タレントやアニメのキャラクタ
ーの画像は×。

フォトショップの画面。写真ごとに違うレイヤ
ー（階層）に入れて作業する。こうしておくと、
あとで直しやすいのだ。

刷されたカードが出てきた。通常のテレカよ

りもこちらのほうが光沢がある。

「プリンターにマッキントッシュとデジタル

カメラをセットすると、自動的に画像加工し

てプリントするソフトがあるので、ここ以外の

場所でもこれらの機材さえ揃っていれば、比

較的簡単に作れるんです。先日も高校の学園

祭の会場でテレカを作りました。卒業式の写

真をその場でテレカにして卒業生に渡したり、

企業のパーティーのおみやげにしたりという使

い方も考えています」（川崎さん）

メールでもお互いの顔が見えるような
コミュニケーションを
サービス開始当初は20代OLからの注文が

多いと想定していたそうだが、いままで来た

注文はほとんど30～40代の男性からだった

という。このサービス自体もお客からの要望

で始めたそうだ。

「お客様から写真をメールで送るからテレカ

にしてくれという要望があったんです。うちで

もそれは考えていたんですけど、すでにほかで

そのようなサービスが始まっていたので、何か

付加価値をということでプリクラのフレームを

付けてみたんです。フレームとメッセージを

500点ほど用意しました」（川崎さん）

ただ、画像を扱うだけに注文した人の納得

がいくようにするのはなかなか大変なのではな

いだろうか。

「インターネットだとどうしても機械的にな

ってしまうので、なるべくメールでこちらの感

情の部分を出すようにしています。お客様の

ほうは写真を送ってくれるので、どういう人

かニュアンスが伝わって来るんですが、お客様

はこちらの様子が分からないわけですよね。こ

ちらのことはメールでしか伝えられないので、

なるべく言葉で表現するように努力していま

す。通常メールでの問い合わせに対してはフォ

ーマットを考えているんですけど、今回のフレ

ームカードの場合はフォーマットを作らずに一

件ごと対応しています」（川崎さん）

今後は一般からデザインを公募したり、企

業のマスコットをデザインに追加したりするこ

とも計画中だとか。使い方次第でいろいろ楽

しめそうなこのテレカ、1枚作ってみてはいか

がだろう？

できあがったテレカ。クリスマスやお正月などのバリエーションも
新たに登場する予定。中央左に本誌で制作した怪しいテレカが…。

プリンタ
ー専用のインク

リボン。ロールが回
転すると、ブラック、シ

アン、マゼンタ、イエローの
順にインクが重なって印刷される。

注文主に確認したあと、画像をプリンターに送信して試
し刷りをする。写真がテレカ専用のプリンター。

オリジナルテレカができるまで
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